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研 究 内 容 ●　高齢者の疾病予防、健康増進に関する研究
◇　ソーシャルキャピタルを活用した認知症の早期発見と予防
　　�県北のA市との共同研究として、高齢者サロンに参加した住民を対象として、認知症の簡便なス

クリーニング検査法を確立する。
◇　サルコペニア高齢者の身体活動度を増やす方法に関する研究
　　�県南のB市と連携して、認知行動療法、運動療法、健康教育の併用がサルコペニア高齢者の身体

活動量を増やすかどうかを明らかにする。
◇　高齢者喘息に吸入ステロイドが使用されない因子の解析
　　�喘息の標準治療である吸入ステロイド薬の処方率には地域間格差、病院－診療所間格差が大き

いことを明らかにした（Tohoku J Exp Med. 2020: 251: 135）。薬局への介入が処方率改善
に寄与するか否かについて検討を行う。また、コロナ禍での診療実態についてもレセプト調査
で明らかにする。

●　複雑困難症例、多疾患併存に関する研究
◇　�３週間原因不明の“古典的不明熱”を呈した患者のうち20～30％は無治療で自然緩解する。初診

時にself-limitingな経過を予測させるバイオマーカーを明らかにし、スコアリングシステムの開
発に繋げる。

◇　診療所における多疾患併存患者が日常診療に及ぼす影響の検討
　　�MCAMを用いて複雑度の解析を行い、日々の複雑患者の数と医療・介護スタッフの疲労度の関

連について検討している。
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